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１．研究目的･内容 

 
アンケート調査と経済実験を実施し、近畿大学経済学部・経営学部の学生の選好や日常の行動特

性を明らかにする。そのうえで、こうした行動特性や選好が購買行動とどう結びついているのか

を分析し、新商品・新サービスの創出につながる新たなマーケティング手法を提案する。 
 

２．研究経過及び成果 
 

本研究は平成 27 年 4 月から平成 30 年 3 月までの 3 カ年の研究計画で実施される。 
平成 27 年度はアンケート調査並びに経済実験の準備期間として、5 回の研究会と 2 度の外部打合

せを行った。研究会では各自研究発表を行い、共同研究の意識合わせと新商品・新サービスの創

出方法について議論した。 

共同研究ワークショップでは、平成 28 年度に実施するアンケート調査の調査項目を作成した。 
 
・研究会実施 
 2015 年 5 月 15 日 研究発表：佐々木、藤本 
 2015 年 6 月 19 日 研究発表：布施 
 2015 年 10 月 2 日 研究発表：マルデワ 
 2015 年 12 月 18 日 研究発表：山根 
 2016 年 2 月 15～17 日  共同研究ワークショップ 
 
・外部打合せ 
 2015 年 9 月 1 日   株式会社アーティフィス訪問 
 2015 年 11 月 18 日 株式会社アーティフィス打合せ（長野社長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．本研究と関連した今後の研究計画 
 

平成 28 年度は 4 月と 9 月に学生へのアンケート調査を実施する。また、これを同じ学生に向

けて毎年実施することでパネル化し、学生の長期にわたる嗜好や行動の変化をデータ化する予定

である。 
 また、平成 29 年 1 月には経済実験を実施し、アンケート調査結果による行動特性や選好が購

買行動とどう結びついているのかを分析する。 
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